
東京大学都市デザイン研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻

http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/

編集長　：黒本 剛史
編集委員：中井 雄太　王 誠凱　神谷 安里沙　

                     田中 雄大　中村 慎吾　松田 季詩子                     田中 雄大　中村 慎吾　松田 季詩子

 Live Together with a City 都市とともに生きる 
全国 OB・OG 巡り第 14 弾！ 菊地原さんインタビュー！！

text_NAKAMURA/M1Interview with Mr. Kikuchibara, Urban Design Lab's Ex-member

> 在学中はどのような研究をしていましたか？
関わっていた研究プロジェクトは足助と北沢研の田村。
研究テーマは端的に言えば「地方都市の再生」。歴史的
街並み等の分かりやすい地域資源を持たない甲府のよう
な地方中小都市が常に頭の中にあり、その再生手法を模
索している中で、社会システム根本から見直す必要があ
ると考えた。結果、修士論文では地域経済や地域産業の
ことに目が行き過ぎて「空間」になかなか帰着できず、
まとまりきらなかった苦い思い出がある。
> 甲府のまちに興味を持ったきっかけは何ですか？
甲府の「まちなか」で生まれ育ったことが全ての原点。
遊び場でもあった中心市街地の衰退を目の当たりにする
中で「甲府のまちを何とかしたい」という思いが次第に
強くなっていた。まちづくりを勉強したいと思い、そこ
で都市計画という学問を見つけ、大学・大学院に進学し、
そして今、甲府市役所で都市計画を実務にしている。自
分でも甲府のまちに対して「よく飽きないな」と思う（笑）
> 一度、設計会社に勤めた理由は何ですか？
大学院の知識だけでなく、実務としての都市計画や都市
デザインの技術を身に付けたかったから。都市とどのよ
うな立場で向き合うか考えたときに、自分は都市計画等
の専門技術により都市課題を解決しようと考え、縁あっ
て日本設計に入社させていただいた。キャリアプランを
考えたときに、「自分の専門は都市計画です」と胸を張っ
て言えるようになりたかった。
> 設計会社ではどんな仕事をしていましたか？
主に担当したのは東京駅前の八重洲地区の再開発事業。
コンサルタントとして都市計画決定に向けた行政協議や
事業計画の検討、権利者対応等を担当していた。非常に
ハードな５年間であった。新人の自分に出来ることは限
られていたが、プロジェクトの当面の目標であった都市
計画決定に微力ながら関わることができ、濃密で充実し
た時間を過ごせたことに感謝している。
> 甲府に戻ることに決めたのはなぜですか？
30 歳、社会人 5 年目というタイミングを迎えたこと。
今一度自分が人生をかけて取り組みたいことを考え、や
はり甲府のまちと正面から向き合いたいと強く思った。
甲府で都市計画をやりたいのであれば、基本は行政。市
の公務員試験の年齢制限が 30 歳。仕事のタイミングや
家庭事情等も総合的に勘案して、今しかないと思った。
> 東京を離れることに抵抗はなかったのですか？
甲府でしか出来ない仕事をするためには必然だったし、
東京での生活を続けることに強いメリットを感じられず
自分が東京で将来的に生活する将来像が全くイメージで
きなかった。いざとなれば新宿まで 90 分、という心理
的な近さもあり、東京を離れることに抵抗はなかった。
> 東京での生活で得られたものはありますか？
都市計画の技術力の取得はもちろんのこと、民間企業の

仕事の進め方を学べたことは大きかった。実務の都市計
画の動きや仕組みに触れられたことも良い経験となっ
た。しかし、一番の収穫は「人との繋がり」。学部時代
から通じて、真剣に都市計画・都市デザインに向き合う
人たちと出会えたのは大いに刺激になった。
> 甲府市役所に入ってからは何をしてきましたか？
市役所には土木職として２年前に入社し、昨年度は道路・
河川の維持管理の仕事に従事していたが、今年度、都市
計画課に異動になった。本課では、都市計画マスタープ
ランの改訂を主に担当している。10 年に一度の改訂の
タイミングに関われ、光栄であると同時に非常にプレッ
シャーも感じている。「甲府の都市計画に関わりたい」
と思ってきた中で、想像よりずっと早くその立場に立つ
ことになったのだが、このような重要なタイミングは自
分にとっても甲府市にとっても二度とないかもしれな
い。だからこそ、今出せる最高の力を出したい。
> 地元に戻って苦労したことはありますか？
地方都市に共通する、行政・民間ともに「まちづくりの
プレイヤー」が不足しがちなこと。例えば行政で言えば、
20 万人弱の自治体組織なので、まちづくりに従事でき
る職員が不足するとともに、定期的な異動によって特に
都市計画分野の人材育成が難しい。甲府市は「地方都市
の課題最先端都市」である。この状況を脱却するために
は、官民が連携し、同じ方向を向いて多発的にまちづく
りを進めなければならないと考えている。今、甲府は、
まちづくりを動かすタイミングだと思う。単位は小さく
ても多様なプロジェクトが起こるような仕掛けづくりを
行いたい。そのためにどのように「まちづくりへの共感
者」を増やせるか。公務員であり民間のプレイヤーには
なれないからこそ、その課題の難しさを強く感じている。
> 甲府で都市計画を行うにあたって難しいところは？
甲府にも地方都市共通の都市計画上の課題があるが、特
有の課題としては市域の形状に起因した都市計画コント
ロールの難しさがある。甲府盆地はコンパクトで一体の
経済・文化圏域を形成しているが、複数の市町村に分か
れており、その中で甲府市は南北に長く東西に狭い市域
をしている。さらに、複数の都市計画区域が存在し、そ
れぞれ都市計画の考え方が異なるため、例えば甲府市が
開発の規制を過度に強めれば、人口や産業が容易に市外
に流出してしまう可能性がある。人口減少社会において
コンパクトシティを目指さなくてはならないが、その実
現方法について甲府は特に悩ましい課題を抱えている。
> 甲府で働くことの魅力は何ですか？
ワークライフバランスが実現できる都市であること。県
の地勢的な中心でもあるため、平日は都市的な生活を送
りつつも、休日は車で富士山や八ヶ岳方面に気軽に出か
けられる。東京にも気軽に遊びに行ける。さらに職住近
接の生活もできる。仕事さえあれば、選択肢に富んだ豊

かな生活を送れる場所だと思う。
> 描いている甲府のビジョンやまちづくりの目標は？
良い意味で「田舎」な山梨県の中で、甲府は数少ない「都
市」であり、県全域から多様な人が集まる交流の場であ
る。県内最大の都市である強みを活かしたまちづくりを
進めたい。そのために、まずはまちなかの居住者数を増
やしたい。まちなかに住んでいると通勤も楽だし、運転
を気にせず飲みにいける。面白い人と出会える機会も増
える。そのような環境づくりに向けて、特にまちなかの
空き家をどのように住み替えさせるかにチャレンジした
い。また、公共空間を中心とした魅力的なエリアづくり
を行い、都市としての価値を高めたい。現在は都市計画
マスター「プラン」という広域スケールを扱っているが、
やはり慣れ親しんだスケールの「プロジェクト」を動か
したい。特に道路空間のデザインや沿道のエリアマネジ
メント等により、ここで「営み、生活したい」と思われ
るようエリアを一つでも多く創造したい。
> 大学時代にやっておくべきことはありますか？
都市計画系の学科だからこそ、他流試合に慣れることが
大切だと思う。社会では、都市計画は建築か土木の領域
と考えられている。大学時代にこれらの学部の人たちと
も交流を密にして、相撲で言う「出稽古」を頻繁に行い、
その技術や考え方に触れて、自分の領域の裾野を広げる
取り組みを行うと良いのではないか。また、都市と正面
から向き合う姿勢を身に付けておくことも大切だと思
う。最悪、技術力は社会で身に付けられる。自分が本気
で関わりたいと思えるまちに出会い、数多くの「ぶつか
り稽古」をこなしてほしい。時間に比較的余裕がある学
生のうちに、まちに「のめり込む」体験をしてほしい。
> 都市工出身や都市デザイン研の強みとは何ですか？
分野やスケールを横断できる力ではないか。都市政策や
多様な意見を統合し、実際の都市空間における施策やプ
ロジェクトに具現化し、さらに人間的で心地よい空間を
想像・創造し「絵」で表現できる力。振り返ると研究室
プロジェクトはそのプロセスを鍛える良い機会だった。
> 最後に

「地方都市で都市計画をやる」ことは、「都市計画という
枠を飛び越えていくこと」だと思う。地方都市では今、
都市の「生き残り」計画が求められている。都市計画の
本流である土地利用から、これまであまり扱ってこな
かった空き家等の建物単体のレベルまで、あらゆる手を
使って戦略を考え、実行に移さなければならない。人材
も財源も不足している中で、創意工夫によりプロジェク
トが連鎖的に動けば、ドラスティックに変わる可能性を
秘めているのが地方都市の醍醐味。一人でも多くの都市
工や都市デザイン研という有益な場で経験を積んだ人々
が、このチャレンジングなフィールドで戦ってくれるこ
とを期待しています！！

菊地原 徹郎 氏
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今月 17日、全国OB・OG巡り第 14弾として甲府に出向きました！
現地では、研究室OBで現在甲府市にお勤めの菊地原徹郎さんにインタビューを実施し、生まれ育っ
た甲府で働くことの魅力や苦労などを語っていただきました。インタビューの後は、菊地原さんが
行きつけの飲食店をはしごして、美味しいワインと地方都市での夜を堪能しました。

◀◀都市計画図を使って甲府の都
市計画について議論。
◀飲食店を２軒はしごした後、宿
泊先のゲストハウスで記念撮影。
飲食店のオーナーも、ゲストハウ
スのオーナーも菊地原さんの知り
合いだそう。（中央が菊地原さん）

あの頃の
研究室

◆取材を終えて◆  菊地原さんとお話するなかで、『自分のまち』
を持つということはこういうことか、と感じさせられました。仕
事においてもプライベートでも都市を愛し、都市とともに生きる
という、都市計画に携わる人間としてあるべき姿勢を教えていた
だいたような気がします。お仕事が特に忙しい時期であるにもか
かわらず、親切にご対応くださり、ありがとうございました！田村調査のようす マガジン１００号記念の集合写真

『都市空間の構想力』プロジェクト
打ち合わせ風景

B4学生の研究室配属時

写真提供：菊地原さん
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中村　慎吾
久々の OB・OG 巡り企画として実現した菊地原さんへのインタビュー。訪
れた甲府のまちにはすっかり秋空が広がり、南アルプスがきれいに見渡せま
した。時の流れの速さに一抹の焦りを感じずにはいられない今日この頃。しっ
かり地に足をつけて残りの院生生活を送りたいものです。私にとって OB・
OG 巡り企画は初めてでしたが、たいへん良い刺激になりました。ラブコー
ルをお寄せいただければぜひとも東京から駆けつけたいと思います。
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編集後記 中村　慎吾

１０月のウェブ記事

１１月の予定
ぜひご覧ください！   http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

11/5	 						神田 PJ「こども神田まち探検」
11/14-17						研究室旅行＠バンコク

text_TANAKA/M1
高校生が都市デザイン研究室に来たる！？
Showing High School Students over Urban Design Lab

10 月 21 日、長野県立飯山高校の生徒が同校の行事「サイエンスツアー」の一環で、東

京大学を訪れました。都市デザイン研究室を見学する生徒に対しては、中島伸助教、永

野助教と修士課程の学生 2名がキャンパスを案内した後、都市デザイン研究室にて、研

究室が行っているプロジェクトや研究についての説明を行いました。

コラム　私の歩いた甲府

甲府城跡から見るまちの景色。平地いっぱいにまちが広がり、まちの背景には山が見える盆地特有の景観

左から、山梨県立図書館、甲府市藤村記念館、山梨文化会館謝恩碑甲州夢小路

平地の際に建てられた武田神社から南にまっすぐ伸びる参道

南部の繁華街では、ビルの一階部分が道と垂直な方向に

通路として解放されていて、そこに面して飲み屋が玄関

を設ける特異な空間がありました。

▲赤門前で写真を取る一行

◀正門前での集合写真
右から、中島伸助教、永野助教、
飯山高校の生徒のみなさん
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その他　秋卒業者追いコン開催！！
カトマンズPJ　シカリフェスティバル in コカナ・ネパール　
三国PJ　「三国まちなか空き家巡り みにいくみくに」開催しました
三国PJ　UDCK・UDC2 勉強会を実施しました。
神田PJ　講演会「学生の目から見た神田」に登壇！


